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は
じ
め
に

　

宮
内
庁
書
陵
部
が
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
三
月
に
発
行
し
た
『
和
漢
図
書
分
類
目

録
』
上
下
巻
に
は
、
下
記
の
資
料
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
括
弧
内
は
当
該
目
録
に
お
け
る

頁
数
等
、
及
び
函
架
番
号
）
。

　
　

①
二
荒
山
縁
起
（
上
巻
一
七
八
頁
下
段
。
桂
―
一
三
四
三
）

　
　

②
大
坂
城
々
攻
め
の
事
（
下
巻
八
六
五
頁
下
段
。
桂
―
一
一
九
九
）

　
　

③
大
坂
落
城
記　

附
二
荒
山
記
（
下
巻
八
六
五
頁
下
段
。
四
五
七
―
一
八
二
）

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
同
目
録
は
、
①
が
八
条
宮
智
仁
親
王
（
一
五
七
九
～
一
六
二
九
）
作

で
元
和
（
一
六
一
五
～
二
四
）
の
同
親
王
自
筆
、
②
が
元
和
元
年
夏
の
同
親
王
筆
、
③
は

た
だ
同
親
王
筆
と
の
み
記
述
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
同
親
王
を
祖
と
す
る
桂
宮
の
旧
蔵

で
、
現
在
書
陵
部
所
蔵
と
な
っ
て
い
る

（
１
）

。

　

し
か
し
稿
者
の
調
査
結
果
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
三
な
い
し
四
点
の
資
料
は
、
①

「
二
荒
山
縁
起
」
と
③
「
二
荒
山
記
」
と
が
同
一
書
、
②
「
大
坂
城
々
攻
め
の
事
」
と
③
「
大

坂
落
城
記
」
も
相
互
に
同
一
書
で
あ
る
上
、
さ
ら
に
各
々
が
、
智
仁
親
王
の
死
後
に
作
成

さ
れ
た
日
光
東
照
宮
蔵
『
東
照
社
縁
起
』
全
八
巻
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
に
お
け
る
真

名
縁
起
中
巻
の
一
部
・
仮
名
縁
起
巻
二
の
第
四
段
詞
書
と
同
文
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
述
べ
、
「
文
学
」
「
史
学
」
「
美
術
史
学
」

等
と
い
っ
た
関
連
分
野
に
お
け
る
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

　
　

一　

先
行
研
究
に
お
け
る
言
及
に
つ
い
て

　

前
掲
四
点
の
資
料
各
々
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
お
け
る
言
及
を
整
理
し
て
お
く
。

　

ま
ず
先
述
の
と
お
り
、
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
は
①
の
「
二
荒
山
縁
起
」
を
智
仁
親

王
の
作
と
記
述
す
る
。
こ
の
記
述
は
そ
の
後
、
特
に
詳
し
く
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
よ
う
で
、
そ
の
結
果
か
、
『
補
訂
版　

国
書
総
目
録
』
（
一
九
八
九
・
九
～
九
〇
・
一
一　

岩
波
書
店
）
の
第
七
巻
「
二
荒
山
縁
起
」
項
に
お
い
て
も
同
親
王
が
著
者
と
さ
れ

（
２
）

、
『
国

書
人
名
辞
典
』
第
三
巻
（
一
九
九
六
・
一
一　

岩
波
書
店
）
「
智
仁
親
王
」
項
に
も
、
記
事

末
尾
に
そ
の
著
作
と
し
て
「
二
荒
山
縁
起
」
が
、
膨
大
な
中
の
一
つ
で
は
あ
る
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

②
「
大
坂
城
々
攻
め
の
事
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
資
料
の
よ

八
条
宮
に
お
け
る
書
写
・
文
芸
活
動
の
一
端

田　

口　
　
　

寛　
　
　

―
―
『
大
坂
落
城
記
』
他
二
点
と
『
東
照
社
縁
起
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
―
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う
で
あ
り
、
先
行
研
究
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
書
写
年
時
を
「
元
和
元
年
夏
」
と
す

る
理
由
は
、
主
た
る
内
容
で
あ
る
「
大
坂
城
々
攻
め
」
、
即
ち
大
坂
の
陣
（
夏
の
陣
）
が

同
年
五
月
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

③
「
大
坂
落
城
記
」
に
つ
い
て
は
、
外
題
に
直
接
よ
れ
ば
「
大
阪
落
城
記
」
が
よ
り
厳

密
な
書
名
表
記

（
３
）で

、
本
稿
に
お
い
て
は
他
資
料
と
の
区
別
の
意
味
も
含
ん
で
以
後
「
大
阪

…
…
」
の
表
記
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
と
同
名
の
も
の
と
し

て
は
、
青
木
晃
氏
「
「
大
坂
ノ
陣
」
・
敗
者
の
文
学
―
―
例
え
ば
『
大
坂
籠
城
記
』
『
大
坂

落
城
記
』
な
ど
―
―
」
（
一
九
九
九
・
三　

関
西
大
学
『
国
文
学
』
七
八
）
に
言
及
の
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
『
大
坂
落
城
記
』
（
特
四
八
―
一
四
。
一
冊
本
。
奥
書
に
「
宝

永
元
年
／
申
ノ
五
月
／
於
東
武
写
之
／
小
笠
原
為
助
／
源
宗
辰
／
ト
ア
リ
」
＝
一
七
〇
四

年
）
が
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
同
本
の
書
名
は
外
題
簽
に
よ
る
も
の
で
、
巻
首
題
は
「
大

坂
表
五
月
七
日
八
日
合
戦
言
上
書
」
と
い
う
も
の
。
前
掲
『
国
書
総
目
録
』「
大
坂
落
城
記
」

項
に
お
い
て
は
、
現
存
伝
本
に
「
内
閣
」
本
と
「
宮
書
」
本
と
の
二
本
の
み
を
挙
げ
て
お
り
、

国
立
公
文
書
館
蔵
「
大
坂
落
城
記
」
と
書
陵
部
蔵
「
大
阪
落
城
記
」
と
を
同
一
書
と
見
な

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
従
う
と
、
書
陵
部
蔵
「
大
阪
落
城
記
」
は
国
立
公
文
書
館
蔵
本
と

同
じ
く
「
大
坂
表
五
月
七
日
八
日
合
戦
言
上
書
」
と
も
称
し
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

③
に
「
附
」
と
さ
れ
て
い
る
「
二
荒
山
記
」
に
つ
い
て
は
、
原
本
に
は
書
名
が
記
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
の
命
名
は
、
文
頭
が
「
如
先
記
当
山
号
二
荒
（
先
記
の
ご
と
く
当
山
は
二

荒
と
号
す
）
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
よ
る
便
宜
的
な
名
称
と
思
わ
れ
る
。
内
容
が
①
に
同

じ
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
含
め
、
先
行
研
究
に
お
け
る
言
及
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
に
対
し
、
「
二
荒
山
縁
起
」
「
二
荒
山
記
」
が
と
も
に
『
東
照
社
縁
起
』
真
名
縁
起

中
巻
の
一
部
と
同
文
、
「
大
坂
城
々
攻
め
の
事
」
「
大
阪
落
城
記
」
が
と
も
に
同
仮
名
縁
起

巻
二
の
第
四
段
詞
書
と
同
文
で
あ
る
と
す
る
本
稿
の
指
摘
は
、
先
行
研
究
に
修
正
を
加
え

得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
指
摘
は
、
『
東
照
社
縁
起
』
研
究
に
対
し
て
も
寄
与
す

る
の
で
あ
る
。

　

『
東
照
社
縁
起
』
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
説
明
を
行
う
前
に
、
予
め
こ
こ
で
そ
の
概

略
を
述
べ
て
お
く
。

　

大
坂
夏
の
陣
に
よ
っ
て
豊
臣
家
が
滅
ん
だ
一
年
後
、
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
四
月

一
七
日
に
、
徳
川
家
康
は
七
五
歳
に
て
死
去
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
一
年
後
、
家
康
は
日
光

に
東
照
大
権
現
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
康
に
対
す
る
権
現
号
の
追
贈
、
即

ち
神
格
化
の
過
程
に
お
い
て
、
主
導
権
を
掌
握
し
た
の
は
南
光
坊
天
海
（
一
五
三
六
～

一
六
四
三
）
で
あ
る
。
彼
は
、
吉
田
唯
一
神
道
に
基
づ
く
神
竜
院
梵
舜
や
金
地
院
崇
伝
の

明
神
追
号
案
に
対
し
て
、
山
王
一
実
神
道
に
よ
る
権
現
追
号
案
を
出
し
、
後
の
結
果
が
示

す
と
お
り
こ
ち
ら
が
次
代
の
秀
忠
に
採
用
さ
れ
た
。

　

天
海
は
さ
ら
に
、
次
々
代
家
光
の
命
令
に
よ
り
『
東
照
社
縁
起
』
一
巻
（
後
の
真
名
縁

起
上
巻
に
当
た
る
）
を

文
す
る
。
こ
れ
は
後
水
尾
院
に
よ
る
清
書
を
経
て
、
寛
永
一
三

（
一
六
三
六
）
年
四
月
一
八
日
の
家
康
二
一
回
忌
に
家
光
に
よ
っ
て
日
光
の
東
照
社
（
宮

号
に
な
る
の
は
正
保
二
＝
一
六
四
五
年
）
に
奉
納
。
そ
の
後
ま
た
天
海
は
、
青
蓮
院
尊
純

法
親
王
（
一
五
九
一
～
一
六
五
三
）
の
助
け
を
得
つ
つ
同
一
六
年
秋
ま
で
に
仮
名
縁
起
を

文
し
た
。
こ
れ
に
真
名
縁
起
（
中
・
下
巻
）
を
加
え
た
七
巻
分
は
、
翌
一
七
年
二
月
頃

に
尊
純
法
親
王
・
後
水
尾
院
を
含
む
清
書
者
陣
が
板
倉
重
宗
の
執
り
成
し
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
、
清
書
本
は
四
月
七
日
の
家
光
の
上
覧
を
経
、
同
月
一
七
日
の
家
康
二
五
回
忌
に
再

び
家
光
に
よ
り
奉
納
さ
れ
て
、
日
光
東
照
宮
蔵
全
八
巻
本
と
な
っ
た
。

　

上
記
は
主
と
し
て
曽
根
原
理
氏
『
神
君
家
康
の
誕
生
―
―
東
照
宮
と
権
現
様
―
―
』

（
二
〇
〇
八
・
六　

吉
川
弘
文
館
）
及
び
神
崎
充
晴
氏
「
『
東
照
社
縁
起
』
制
作
の
背
景
」（
小

松
茂
美
氏
編
『
続
々
日
本
絵
巻
大
成　

伝
記
・
縁
起
篇
８
』
（
一
九
九
四
・
一
一　

中
央
公
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論
社
）
所
収
の
解
説
）
等
に
よ
る

（
４
）

が
、
『
東
照
社
縁
起
』
に
つ
い
て
は
、
無
論
、
こ
れ
以

外
に
も
数
多
く
の
先
行
研
究
が
現
在
に
至
る
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
従
前
の
『
東
照
社
縁
起
』
研
究
に
お
い
て
、

本
稿
の
取
り
上
げ
る
書
陵
部
蔵
資
料
（
以
下
、
資
料
の
呼
称
は
文
脈
に
応
じ
て
適
宜
言
い

換
え
て
い
く
）
が
伝
本
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
点
で
あ
る
。
同
縁
起
の
伝
本
研

究
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
曽
根
原
氏
に
よ
る
「
『
東
照
社
縁
起
』
の
基
礎
的
研
究
」
「
『
東

照
社
縁
起
』
の
基
礎
的
研
究
（
承
前
）
」
（
一
九
九
五
・
一
二
、
九
六
・
一
二　

『
東
北
大
学
附

属
図
書
館
研
究
年
報
』
二
八
、
二
九
）
が
文
字
ど
お
り
の
基
礎
的
文
献
で
、こ
れ
に
は
「
宮

内
庁
書
陵
部
本
（
５
０
０
―
８
３
）

（
５
）」

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
指

摘
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
の
同
氏
に
よ
る
前
掲
『
神
君
家
康
の
誕
生
』

の
「
『
東
照
社
縁
起
』
現
存
写
本
一
覧
稿
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る

（
６
）

。
こ
の
度
取
り
上

げ
る
各
伝
本
は
全
八
巻
中
の
一
部
で
、
完
本
で
は
な
い
が
、
『
東
照
社
縁
起
』
の
伝
本
と

し
て
は
、
ほ
ぼ
新
出
資
料
と
見
な
し
て
良
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
本
資
料
を
『
東
照
社
縁
起
』
の
伝
本
と
し
て
見
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
性

質
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　

二　

『
東
照
社
縁
起
』
と
智
忠
親
王

　

如
上
、
天
海
等
が
寛
永
一
七
年
の
家
康
二
五
回
忌
の
た
め
に

文
し
た
『
東
照
社
縁
起
』

七
巻
に
は
、
複
数
の
清
書
者
が
存
在
す
る
。
し
か
し
智
仁
親
王
は
寛
永
六
年
三
月
七
日
に

死
去
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
時
の
清
書
者
に
は
な
り
得
ず
、
ま
し
て
同
親
王
が
当
該
縁
起

の
作
者
と
な
る
こ
と
は
、
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
智
仁
親
王
筆
と
推
定
さ
れ
た
本
資

料
の
筆
者
と
は
、
誰
で
あ
ろ
う
か
。

　

日
光
東
照
宮
蔵
清
書
本
の
仮
名
縁
起
に
は
、
筆
者
目
録
が
付
さ
れ
て
お
り
、
清
書
に
お

け
る
筆
写
分
担
が
判
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
筆
者
目
録
の
内
容
は
先
述
し
た
神
崎
氏
の

論
文
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
、
さ
ら
に
神
崎
氏
は
同
目
録
を
も
と
に
仮
名
縁
起
の
清
書
者
と

筆
写
分
担
に
つ
い
て
の
詳
し
い
闡
明
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
大
坂
城
々
攻

め
の
事
」
「
大
阪
落
城
記
」
に
相
当
す
る
部
分
、
即
ち
大
坂
の
陣
を
描
い
た
、
仮
名
縁
起

巻
二
第
四
段
詞
書
は
、
智
仁
親
王
の
子
息
で
あ
る
八
条
宮
（
桂
宮
）
第
二
代
、
智
忠
親
王

（
一
六
一
九
～
六
二
）
と
判
明
す
る

（
７
）

。
智
忠
親
王
は
、
父
智
仁
親
王
と
同
じ
く
書
を
能
く

し
た
と
い
う
。
ま
た
周
知
の
と
お
り
父
の
親
王
は
古
今
伝
授
の
継
承
・
相
伝
者
で
、
智
忠

親
王
も
和
歌
に
秀
で
た
。
神
崎
氏
は
、
「
「
東
照
社
縁
起
」
詞
書
筆
者
の
書
風
比
較
一
覧
」

と
し
て
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
蔵
の
「
山
家
」
と
題
す
る
智
忠
親
王
筆
和
歌
短

冊
も
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
の
同
定
結
果
を
疑
う
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
筆
者
目
録
に
よ
っ
て
清
書
の
詳
細
状
況
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
は
仮
名
縁

起
の
み
で
、
真
名
縁
起
に
は
筆
者
目
録
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
清
書
者
陣
に
つ
い
て
は
、

真
名
縁
起
も
仮
名
縁
起
と
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
分
担
箇
所
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
仮

名
縁
起
の
分
担
結
果
か
ら
類
推
、
同
定
す
る
し
か
な
か
っ
た
と
思
し
く
、
神
崎
氏
も
真
名

縁
起
の
清
書
分
担
に
つ
い
て
は
一
々
に
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
智
忠
親
王
の
真
名

縁
起
清
書
に
お
け
る
担
当
箇
所
に
つ
い
て
は
、
智
忠
親
王
の
筆
写
と
認
め
ら
れ
る
本
資
料

③
前
半
の
仮
名
縁
起
本
文
が
清
書
本
仮
名
縁
起
の
同
親
王
担
当
箇
所
と
一
致
す
る
こ
と
か

ら
、
③
後
半
に
掲
載
さ
れ
た
真
名
縁
起
本
文
も
ま
た
即
ち
、
清
書
本
真
名
縁
起
の
同
親
王

担
当
箇
所
と
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
真
名
縁
起
中
巻
の
一
部
が
仮
名
縁
起
巻
二
第
四
段
詞

書
と
筆
跡
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
、
従
来
も
印
象
・
感
覚
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き

た
で
あ
ろ
う
が
、
本
資
料
の
存
在
に
よ
っ
て
、
よ
り
確
か
な
証
左
を
得
る
に
至
っ
た
と
い

え
よ
う
。
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こ
こ
か
ら
問
題
に
な
る
の
は
、
本
資
料
が
智
忠
親
王
に
と
っ
て
、
如
何
な
る
資
料
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
次
に
は
よ
り
詳
細
に
検
討
を
進
め
る
た
め
、
各
本
文
と
清
書
本
と
の
異

同
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
　

三　

清
書
本
と
の
本
文
異
同
と
作
成
の
順
序

　

『
東
照
社
縁
起
』
諸
伝
本
の
本
文
系
統
分
類
に
つ
い
て
は
、
前
掲
し
た
曽
根
原
氏
「
『
東

照
社
縁
起
』
の
基
礎
的
研
究
」
（
「
承
前
」
を
含
む
）
に
、
真
名
縁
起
八
本
、
仮
名
縁
起

一
五
本
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
対
照
さ
れ
た
試
み
が
あ
る
。
特
に
真
名
縁
起
に
つ
い
て
は
、「
原

本
と
正
確
な
転
写
本
」
「
比
較
的
近
い
系
統
」
「
比
較
的
遠
い
系
統
」
と
い
う
三
系
統
を
作

業
仮
説
と
し
て
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
度
、
稿
者
が
清
書
本
と
本
資
料
各
本
と
の
本
文
を
対

照
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
異
同
の
箇
所
は
、
曽
根
原
氏
に
よ
る
対
照
の
際
の
も

の
と
は
異
な
り
、
同
氏
の
例
示
し
た
限
り
に
お
い
て
判
断
す
れ
ば
、
結
果
は
清
書
本
（
原

本
）
と
同
系
統
で
あ
る
。

　

ま
ず
真
名
縁
起
か
ら
見
て
い
く
。
な
お
以
下
に
示
す
略
号
は
、
「
清
書
」
が
日
光
東
照

宮
蔵
清
書
本
『
東
照
社
縁
起
』
、「
二
荒
」
は
書
陵
部
蔵
「
二
荒
山
縁
起
」
を
指
し
、「
落
城
」

と
は
本
資
料
③
後
半
の
「
二
荒
山
記
」
部
分
を
指
す
。
波
線
部
が
異
同
の
見
ら
れ
る
箇
所

で
あ
る
。

Ａ清
書

如
御
諚
堂
社
仏
閣
悉
造
畢

二
荒
・
落
城

如
御
諚
当
社
仏
閣
悉
造
畢

Ｂ清
書

鳥
羽
院
御
願
得
長
寿
院

二
荒
・
落
城

鳥
羽
院
御
願
徳
長
寿
院

Ｃ清
書

得
長
寿
院
崇
徳
院
御
宇

二
荒

徳
長
寿
院
×
×
×
御
宇

落
城

徳
長
寿
院
崇
徳
院
御
宇

Ｄ清
書

御
宇
長
承
元
年

二
荒
・
落
城

御
宇
長
康
元
年
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Ｅ清
書

甚
雨
陰
谷
流
刑
而

二
荒
・
落
城

甚
雨
陰
谷
流
形
而

　

傾
向
を
ま
と
め
る
と
、
「
清
書
」
に
対
し
て
、
「
二
荒
」
「
落
城
」
で
独
自
に
共
通
す
る

部
分
が
多
く
見
ら
れ
る

（
８
）

（
例
Ｃ
以
外
の
全
て
）
。

　

他
方
、
仮
名
縁
起
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
略
号
は
、
「
清
書
」
は
前

に
同
じ
、
「
城
攻
」
が
「
大
坂
城
々
攻
め
の
事
」
、
「
落
城
」
が
「
大
阪
落
城
記
」
（
本
資
料

③
前
半
）
。

ａ清
書
・
城
攻

士
卒
勁
弩
要
害
の
処
を
守
る
と
い
へ
と
も

落
城

士
卒
勁
弩
要
害
の
処
を
守
×
と
い
へ
と
も

ｂ清
書
・
城
攻

洛
中
の
上
下
蟻
の
こ
と
く
に
同
り
蝿
の
こ
と
く
に
散

（〳
９
）〵

依
之

落
城

洛
中
の
上
下
蟻
の
こ
と
く
に
同
り
蝿
の
こ
と
く
に
散
く
依
之

ｃ清
書

其
×
外
尾
張
宰
相
中
将
義
直
遠
江
宰
相
中
将
頼
宣
供
奉
せ
ら
れ
て

城
攻
・
落
城

そ
の
外
尾
張
宰
相
中
将
義
直
遠
江
宰
相
中
将
頼
宣
供
奉
せ
ら
れ
て

ｄ清
書
・
城
攻

か
ゝ
る
お
り
の
勲
功
は
一
々
姓
名
を
も
顕
し
世
の
誉
を
も
顕
す
へ
き
を

落
城

か
ゝ
る
お
り
の
勲
功
×
一
々
姓
名
を
も
顕
し
世
の
誉
を
も
顕
す
へ
き
を

　

こ
ち
ら
は
「
清
書
」
「
城
攻
」
で
同
じ
、
「
落
城
」
の
み
異
な
る
と
い
う
部
分
が
相
対
的

に
多
い
が
（
例
ａ
・
ｂ
・
ｄ
）
、
「
城
攻
」
「
落
城
」
が
同
じ
で
「
清
書
」
の
み
異
な
る
部

分
も
あ
る
か
ら
（
例
ｃ
）
、
旧
蔵
者
・
現
蔵
者
が
と
も
に
同
じ
と
い
う
伝
来
状
況
か
ら
見

て
も
、
「
城
攻
」
と
「
落
城
」
と
は
や
は
り
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
書
承
順
序
を
推
定
す
る
と
一
見
、
真
名
縁
起
の
文
字
数
は
「
落
城
」
よ
り
も

「
二
荒
」
の
ほ
う
が
減
少
し
て
い
る
か
ら
（
例
Ｃ
）
、
「
清
書
」
→
「
落
城
」
→
「
二
荒
」

と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
あ
る
。
仮
名
縁
起
は
、
「
城
攻
」
よ
り
も
「
落
城
」
の
ほ
う
が

文
字
数
が
減
少
し
て
い
る
か
ら
（
例
ａ
・
ｄ
）
、こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
「
清
書
」
→
「
城
攻
」

→
「
落
城
」
と
見
な
す
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
こ
れ
ら
の
資
料
は
全
て
、
同
一
人
の
許
で
保
管
さ
れ
続
け
た
と
思
わ
れ
る
、
同

一
人
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
同
一
人
が
、
次
第
に
清
書
本
・
親
本
か
ら
離
れ
て
い
く



（ 28 ）

か
た
ち
で
何
度
も
書
写
を
繰
り
返
し
て
い
き
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
保
管
し
続
け
る
と
は
考

え
難
い
。
寧
ろ
、
天
海
及
び
尊
純
法
親
王
に
よ
る
下
書
き

）
10
（

（
本
文
は
清
書
と
同
じ
）
を
手

本
に
、
次
第
に
清
書
本
に
近
づ
い
て
い
く
よ
う
に
習
作
を
繰
り
返
し
、
清
書
本
完
成
の
後

も
習
作
を
身
辺
に
控
え
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
と
な
れ
ば
、
書
承
で
は
な
く
作

成
順
序
と
し
て
、

　
　

真
名
縁
起
：
（
下
書
き
）
→
「
二
荒
」
→
「
落
城
」
（
後
）
―
―
―
―
―
→
清
書
本

　
　

仮
名
縁
起
：
（
下
書
き
）
―
―
―
―
―
→
「
落
城
」
（
前
）
→
「
城
攻
」
→
清
書
本

と
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

上
記
が
確
か
と
す
れ
ば
、
本
資
料
は
清
書
本
の
完
成
す
る
以
前
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
推
論
を
補
強
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
書
名
の
問
題
で
あ
る
。
再
々
述
べ

来
た
っ
た
と
お
り
、
本
資
料
の
外
題
に
は
い
ず
れ
も
、
本
来
の
書
名
で
あ
る
「
東
照
社
縁
起
」

と
は
全
く
異
な
る
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
も
し
清
書
本
か
ら
の
転
写
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

た
の
で
あ
れ
ば
、
抄
出
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
東
照
大
権
現
の
縁
起
と
い
う
、
徳
川

時
代
に
お
い
て
権
威
性
が
極
め
て
強
い
と
思
わ
れ
る
原
書
名
を
、
い
ず
れ
も
が
正
し
く
伝

え
な
い
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
寧
ろ
清
書
本
完
成
前
の
習
作
で
あ
る
ゆ
え
に
、
特

定
の
題
も
付
さ
れ
ず
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
後
人
が
題
を
付
し
た
も
の
と
見
ら

れ
よ
う
。
な
お
現
存
本
の
外
題
が
別
筆
で
あ
る
こ
と
は
、
本
文
と
比
較
し
て
明
ら
か
で
あ

る
（
図
版
三
四
頁
上
段
参
照
）
。

　

こ
う
し
た
、
下
書
き
か
ら
清
書
に
至
る
過
程
で
の
所
産
は
、
一
種
の
「
草
本
」
と
呼
ぶ

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
根
拠
と
し
て
、
曽
根
原
氏
が
調
査
さ
れ
た
『
東

照
社
縁
起
』
叡
山
文
庫
毘
沙
門
堂
蔵
本
の
享
保
一
四
（
一
七
二
九
）
年
奥
書
に
、
本
奥
書

と
し
て
、

　
　

元
禄
十
六
年
四
月
十
七
日
奉
拝
借
／
青
蓮
院
宮
御
蔵
本
〈
尊
純
親
王
御
草
本
也
〉
敬

書
／
写
訖
／
鶏
頭
院
法
印
大
僧
都
厳
覚
／

　
　

（
後
略
。
元
禄
一
六
＝
一
七
〇
三
年
。
奥
書
本
文
は
「
『
東
照
社
縁
起
』
の
基
礎
的
研
究
」

に
よ
る
）

と
あ
る
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
こ
の
奥
書
に
基
づ
き
、
曽
根
原
氏
は
『
神
君
家
康
の
誕
生
』

に
お
い
て
、
「
尊
純
は
「
仮
名
縁
起
」
作
成
に
あ
た
り
、
天
海
を
助
け
た
と
伝
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
手
許
に
草
稿
を
残
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
」
（
一
一
二
頁
）

と
さ
れ
た
が
、
清
書
者
の
一
人
で
も
あ
る
尊
純
法
親
王
が
「
草
本
」
を
身
辺
に
控
え
て
い

た
ら
し
い
こ
と
は
、
智
忠
親
王
も
ま
た
、
自
身
の
担
当
部
分
の
み
な
が
ら
「
草
本
」
を
控

え
得
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

本
資
料
の
書
写
時
期
は
、
先
に
述
べ
た
時
系
列
に
当
て
は
め
れ
ば
、
下
書
き
が
出
来
上

が
り
清
書
者
陣
が
決
め
ら
れ
る
寛
永
一
七
（
一
六
四
〇
）
年
二
月
頃
か
ら
、
清
書
が
出
来

上
が
り
家
光
の
上
覧
を
経
る
同
年
四
月
七
日
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　

四　

本
資
料
を
め
ぐ
る
智
仁
・
智
忠
両
親
王
の
事
蹟
に
つ
い
て

　

智
忠
親
王
が
『
東
照
社
縁
起
』
の
清
書
に
加
わ
っ
た
事
実
は
、
同
親
王
以
外
に
も
清
書

者
が
多
数
い
る
こ
と
や
、
詳
細
な
月
日
の
特
定
が
不
可
能
な
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
正
面
か

ら
事
蹟
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
自
体
が
ま
ず
な
か
っ
た
。
し
か
し
活
動
時

期
は
概
ね
、
寛
永
一
七
年
二
月
頃
～
四
月
七
日
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
、
そ
の
頃
に
書

写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
本
資
料
の
よ
う
な
同
親
王
筆
の
「
草
本
」
が
伝
存
し
て
い
る
上
は
、

親
王
の
事
蹟
に
多
少
で
あ
れ
加
味
し
て
お
い
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

）
11
（

。

　

一
方
こ
れ
ま
で
、
智
仁
親
王
が
『
大
坂
落
城
記
』
を
書
写
し
、
『
二
荒
山
縁
起
』
を
著

作
し
た
と
し
て
い
た
先
行
文
献
の
記
述
は
、
全
て
誤
り
で
あ
っ
た
。
智
忠
親
王
の
筆
に
な
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る
資
料
が
こ
の
よ
う
に
智
仁
親
王
の
筆
と
さ
れ
る
の
は
、
子
細
は
未
詳
で
あ
る
が
、
智
忠

親
王
の
書
風
が
父
智
仁
親
王
の
そ
れ
に
似
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
智
仁
親
王

が
、
大
坂
の
陣
を
描
い
た
落
城
記
を
書
写
あ
る
い
は
作
成
し
た
と
い
う
誤
伝
が
発
生
す
る

こ
と
は
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

智
仁
親
王
は
、
豊
臣
秀
吉
の
猶
子
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
家
康
に
は
慶
長
三

（
一
五
九
八
）
年
に
兄
後
陽
成
天
皇
か
ら
の
譲
位
を
阻
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
徳

川
家
と
疎
遠
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
家
康
死
後
の
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
四
月
二
〇

日
に
は
、
自
身
が
日
光
東
照
社
に
参
詣
し
て
い
た

）
12
（

。
も
し
、
『
東
照
社
縁
起
』
成
立
段
階

に
お
い
て
も
存
命
中
で
あ
れ
ば
、
そ
の
清
書
に
加
わ
っ
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、『
智

仁
親
王
御
年
暦
』
元
和
二
（
一
六
一
六
）
年
一
〇
月
条
等
や
『
鹿
苑
日
録
』
元
和
八
年
三

月
一
九
日
条
に
は
、
御
伽
衆
と
し
て
も
著
名
な
山
名
禅
高
豊
国
と
の
交
流
も
見
ら
れ
、
同

親
王
が
大
坂
城
の
落
城
記
を
書
写
・
作
成
す
る
条
件
は
実
際
に
揃
っ
て
い
た
と
い
え
る
の

で
あ
る

）
13
（

。

　
　

お
わ
り
に

　

目
録
類
に
お
け
る
本
資
料
の
分
類
は
、

　
　

①
―
―
「
神
社
」

　
　

②
③
―
「
戦
記
」

と
な
っ
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
結
果
的
に
誤
り
が
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
②
③
に

つ
い
て
は
、
そ
の
素
性
か
ら
す
る
と
あ
ま
り
適
当
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ

は
、
『
東
照
社
縁
起
』
と
い
う
作
品
を
「
神
社
」
（
神
社
資
料
）
と
分
類
す
る
こ
と
が
名
実

と
も
に
最
も
妥
当
と
い
う
だ
け
で
、
他
の
数
多
く
の
作
品
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
『
東

照
社
縁
起
』
が
「
戦
記
」
（
軍
記
）
と
し
て
読
め
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
後
人
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
外
題
が
い
つ
付
さ
れ
た
の
か
は
、
稿
者
の
調
査

が
及
ん
で
い
な
い
が

）
14
（

、
資
料
③
即
ち
仮
名
縁
起
巻
二
第
四
詞
書
が
「
落
城
記
」
と
題
さ
れ

た
こ
と
は
、
こ
れ
が
や
は
り
落
城
記
と
し
て
読
め
る
こ
と
を
示
唆
し
、
合
戦
叙
述
を
主
体

と
す
る
内
容
、
末
文
の
祝
言
性
、
「
洛
中
の
上
下
、
蟻
の
こ
と
く
に
同
（
あ
つ
ま
）
り
、

蝿
の
こ
と
く
に
散
〳
〵
」
と
い
っ
た
そ
れ
ら
し
い
対
句
表
現
は
、
読
者
に
小
篇
の
軍
記
と

認
識
さ
せ
る
要
素
を
充
分
に
備
え
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

　

こ
の
問
題
は
し
か
し
、
近
世
初
期
と
い
う
、「
仮
名
草
子
」「
近
世
軍
書
」「
後
期
軍
記
」「
武

辺
咄
」
等
と
い
っ
た
一
概
に
は
括
り
難
い
多
様
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
時
代
に
つ
い
て

の
課
題
と
し
て
、
別
の
機
会
に
改
め
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

注
（
１
）　

こ
こ
で
三
本
の
書
誌
事
項
を
簡
略
に
記
し
て
お
く
。
三
本
は
い
ず
れ
も
巻
子
一
軸
、
内

題
は
な
く
、
印
記
は
巻
首
に
「
宮
内
省
／
図
書
印
」
の
方
形
朱
印
が
あ
る
の
み
。
表
紙
は
①

②
が
紺
色
紙
製
、
③
が
紺
色
布
製
（
見
返
は
楮
紙
）
で
、
題
簽
は
い
ず
れ
も
本
紙
と
異
な
る

楮
紙
だ
が
、
こ
れ
ら
の
表
紙
・
題
簽
・
見
返
・
軸
巻
紙
・
軸
・
巻
緒
は
い
ず
れ
も
後
装
の
新

し
い
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
、
以
下
に
は
本
紙
の
詳
細
の
み
記
す
。
①
は
縦
：
三
八
・
〇
糎
、

字
高
：
二
七
・
〇
糎
、
墨
付
紙
数
：
二
、
横
：
五
三
・
九
糎
、
五
四
・
〇
糎
、
糊
代
：
各
〇
・

五
糎
、
料
紙
：
斐
（
鳥
の
子
）
。
②
は
縦
：
三
六
・
四
糎
、
字
高
：
三
一
・
〇
～
三
一
・
五

糎
、
墨
付
紙
数
：
五
、
つ
い
で
白
紙
：
一
、
横
：
第
一
～
五
紙
各
五
一
・
五
糎
、
第
六
紙

五
一
・
〇
糎
、
糊
代
：
各
〇
・
五
糎
、
料
紙
：
楮
（
泉
貨
紙
様
）
。
③
は
縦
：
三
六
・
七
糎
、

字
高
：
二
七
・
五
～
二
八
・
五
糎
、
墨
付
紙
数
：
六
、
横
：
第
一
～
五
紙
各
五
一
・
三
糎
、

第
六
紙
五
〇
・
九
糎
、
糊
代
：
各
〇
・
三
糎
、
料
紙
：
斐
（
鳥
の
子
）
。
な
お
、
桂
宮
旧
蔵

の
書
籍
目
録
と
し
て
は
、
書
陵
部
に
は
、
『
桂
宮
書
籍
目
録
』
（
四
五
六
―
五
三
。
「
元
和
六

年
三
月
十
日
」
と
の
年
記
あ
り
）
、
元
和
三
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
『
八
条
宮
御
双
紙
目
録
』
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（
桂
―
一
〇
二
八
。
外
題
「
智
仁
親
王
江
戸
道
中
御
所
持
品
目
録
」
、
巻
首
題
「
双
紙
目
録
」
）

と
い
う
、
い
ず
れ
も
智
仁
親
王
筆
と
さ
れ
る
目
録
が
伝
存
す
る
が
、
相
当
す
る
書
名
は
見
ら

れ
な
い
。

（
２
）　

該
目
録
に
は
、「
宮
書
（
自
筆
）
」
本
一
点
の
み
が
伝
存
す
る
と
記
す
。
同
名
異
書
と
し
て
、

別
項
に
は
「
内
閣
」
本
と
「
慶
大
」
本
と
を
掲
載
す
る
が
、
内
閣
文
庫
蔵
本
（
国
立
公
文
書

館
蔵
本
。
一
四
三
―
九
八
）
に
つ
い
て
は
、
徳
田
和
夫
氏
編
『
お
伽
草
子
事
典
』（
二
〇
〇
二
・
九

初
版　

東
京
堂
出
版
）
や
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
巻
一
一
等
の
と
お
り
所
謂
『
日
光
山
縁

起
』
で
、
実
際
に
異
な
る
も
の
。

（
３
）　

「
大
坂
城
々
攻
め
の
事
」
の
外
題
は
「
大
阪
」
を
「
大
坂
」
に
擦
り
消
ち
訂
正
し
た
ら

し
き
痕
跡
が
あ
る
の
で
、「
大
阪
落
城
記
」
に
つ
い
て
も
訂
正
忘
れ
で
あ
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

た
だ
し
「
大
阪
」
と
い
う
地
名
表
記
は
、
『
摂
陽
奇
観
』
巻
一
「
大
坂
地
名
」
（
文
政
～
天
保

頃
成
か
。
『
浪
速
叢
書
』
巻
一
所
収
。
平
凡
社
刊
「
日
本
歴
史
地
名
大
系
」
二
八
参
照
）
や
、

近
世
版
本
の
刊
記
等
、
近
代
以
前
か
ら
既
に
行
わ
れ
て
い
る
。

（
４
）　

家
康
神
格
化
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
横
田
冬
彦
氏
『
天
下
泰
平
』
（
二
〇
〇
二
・
三　

講
談
社　

「
日
本
の
歴
史
」
、
二
〇
〇
九
・
一
〇　

同
社
学
術
文
庫
）
も
参
照
。

（
５
）　

「
東
照
宮
縁
起
」（
分
類
目
録
に
は
「
東
照
大
権
現
縁
起
」
）
と
題
す
る
仮
名
縁
起
の
抄
本
。

巻
子
本
全
三
軸
。
桂
宮
旧
蔵
で
は
な
く
平
田
（
家
）
本
で
、
本
稿
の
取
り
上
げ
る
資
料
と
の

直
接
関
係
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）　

曽
根
原
氏
が
「
『
東
照
社
縁
起
』
の
基
礎
的
研
究
」
と
『
神
君
家
康
の
誕
生
』
と
の
間

に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
『
徳
川
家
康
神
格
化
へ
の
道
―
―
中
世
天
台
思
想
の
展
開

―
―
』
（
一
九
九
六
・
一
一　

吉
川
弘
文
館
）
が
あ
り
、
同
氏
以
外
の
比
較
的
新
し
い
研
究

論
文
と
し
て
は
、
松
島
仁
氏
「
新
し
い<

王
権>

徳
川
将
軍
家
の
た
め
の
創
建
神
話
の
創
出

―
―
交
響
す
る
《
東
照
宮
縁
起
絵
巻
》
と
《
聖
徳
太
子
絵
伝
》
―
―
」
（
二
〇
〇
七
・
五　

『
史
潮
』
六
一
）
等
が
、
美
術
史
学
の
立
場
か
ら
絵
画
部
分
の
み
で
は
あ
る
が
取
り
上
げ
た

も
の
に
須
賀
隆
章
氏
「
江
戸
初
期
「
戦
国
合
戦
図
屏
風
」
の
武
装
描
写
に
関
す
る
一
考
察
」

（
二
〇
一
〇
・
三　

美
術
史
学
会
『
美
術
史
』
一
六
八
）
等
が
あ
る
。
伝
本
の
現
存
状
況
を

追
究
す
る
こ
と
が
論
旨
で
は
な
い
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
に
も
本
資
料
の
存
在
は
言
及

さ
れ
て
い
な
い
。

（
７
）　

筆
者
目
録
の
記
述
は
、
「
二　

…
（
稿
者
略
）
…　

大
坂
陣　

八
条
殿
」
。
こ
れ
以
外
の

清
書
者
を
同
目
録
の
呼
称
に
よ
っ
て
記
す
と
、
宸
筆
・
摂
政
殿
・
九
条
内
府
殿
・
近
衛
左
大

将
殿
・
松
殿
・
近
衛
殿
・
九
条
殿
・
一
条
殿
、
二
条
右
大
将
殿
・
伏
見
殿
・
仁
和
寺
殿
・
妙

法
院
殿
・
知
恩
院
殿
・
聖
護
院
殿
・
実
相
院
殿
・
一
乗
院
殿
・
竹
内
殿
・
大
覚
寺
殿
・
竹
内

新
宮
・
円
満
院
殿
・
青
蓮
院
殿
・
梶
井
殿
・
大
僧
正
（
天
海
）
。
後
水
尾
院
の
血
縁
に
連
な

る
人
物
が
多
く
、
同
院
に
よ
る
宸
筆
も
二
箇
所
あ
る
。

（
８
）　

な
お
、「
落
城
」
の
真
名
縁
起
部
分
の
第
一
二
行
「
堂
（
社
供
養
）
」（
図
版
三
六
頁
参
照
）

は
、
擦
り
消
ち
の
痕
跡
が
あ
り
、
「
當
」
（
当
）
を
訂
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）　

「
城
攻
」
の
こ
の
箇
所
の
右
傍
に
は
、「
フ
シ
ン
」
と
書
か
れ
た
付
箋
（
縦
二
・
四
×
横
一
・

二
糎
。
本
紙
と
同
質
、
同
筆
か
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
、
「
清
書
」
に
お
い
て

は
第
一
四
行
中
程
で
あ
る
が
、
「
城
攻
」
「
落
城
」
に
お
い
て
は
と
も
に
第
一
三
行
末
。
お
そ

ら
く
本
来
は
踊
り
字
の
縦
幅
を
短
縮
し
た
文
字
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
自
身
は
文
意
不
解

で
あ
っ
た
か
。
た
だ
し
「
落
城
」
の
ほ
う
の
字
形
は
、
他
の
箇
所
か
ら
類
推
し
て
「
く
」
と

解
し
て
い
た
と
見
受
け
ら
れ
る
（
図
版
三
四
頁
下
段
参
照
）
。

（
10
）　

こ
の
用
語
は
、
『
寛
永
日
記
』
一
六
年
一
一
月
三
日
条
・
同
四
日
条
等
に
よ
る
（
神
崎

氏
所
引
。
所
謂
『
江
戸
幕
府
日
記
（
柳
営
日
次
記
・
御
日
記
）
』
の
一
部
）
。
天
海
宛
尊
純
法

親
王
二
月
七
日
付
書
簡
（
『
慈
眼
大
師
全
集
』
上
「
慈
眼
大
師
御
年
譜
附
録
」
所
収
）
に
は
、

「
草
案
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
下
書
き
自
体
の
現
存
は
未
確
認
。

（
11
）　

こ
の
頃
の
智
忠
親
王
の
「
縁
起
」
書
写
活
動
と
し
て
は
、
『
鹿
苑
日
録
』
寛
永
一
五

（
一
六
三
八
）
年
四
月
一
〇
日
条
に
「
自
八
条
殿
、
融
通
念
仏
縁
起
被
染
宮
様
御
筆
」
と
あ
り
、

書
陵
部
に
は
桂
宮
旧
蔵
と
し
て
、
同
親
王
筆
と
見
ら
れ
る
「
清
涼
寺
融
通
大
念
仏
縁
起
」
と

題
す
る
断
簡
（
桂
―
一
三
四
九
）
が
伝
存
し
て
い
る
。

（
12
）　

『
智
仁
親
王
江
戸
道
中
日
記
』
（
書
陵
部
蔵
、
桂
―
四
二
。
分
類
目
録
に
は
「
江
戸

道
中
日
記
」
。
嗣
永
芳
照
氏
に
よ
り
伊
地
知
鐵
男
氏
編
『
中
世
文
学　

資
料
と
論
考
』

（
一
九
七
八
・
一
一　

笠
間
書
院
）
に
翻
刻
）
等
。
同
資
料
に
よ
れ
ば
親
王
は
こ
れ
以
前
、

元
和
三
（
一
六
一
七
）
年
に
も
江
戸
へ
下
向
、
二
月
一
八
日
に
秀
忠
に
対
面
し
て
い
る
。
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付　

本
資
料
③
の
翻
刻
本
文

　

日
光
東
照
宮
蔵
清
書
本
の
翻
刻
本
文
に
つ
い
て
は
、
真
名
縁
起
・
仮
名
縁
起
と
も
に

収
め
る
『
神
道
大
系　

神
社
編
二
十
五　

上
野
・
下
野
国
』
（
西
垣
晴
次
氏
・
小
林
一
成

氏
校
注　

一
九
九
二
・
八　

神
道
大
系
編
纂
会
）
や
『
慈
眼
大
師
全
集
』
上
（
寛
永
寺
編　

一
九
一
六
・
一
二　

寛
永
寺
）
等
が
既
に
あ
り
、
仮
名
縁
起
の
み
で
も
、
清
書
本
に
よ
る

『
続
々
日
本
絵
巻
大
成　

伝
記
・
縁
起
篇
８
』
や
、
内
藤
恥
叟
蔵
本
に
よ
る
と
い
う
『
続
々

群
書
類
従　

第
一　

神

部
』
（
一
九
七
〇
・
三　

国
書
刊
行
会
編　

続
群
書
類
従
完
成

会
）
等
が
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
資
料
の
対
象
範
囲
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

と
お
り
当
該
縁
起
の
ご
く
一
部
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
資
料
③
に
つ
い
て
は
本
稿
末
尾
に
全

篇
の
図
版
も
掲
載
す
る
の
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
、
こ
の
③
の
み
の
翻
刻
文
も
掲
載
し

て
お
く
。
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
私
に
句
読
点
・
引
用
符
等
を
施
し
、
字
体
を
通
行
の
も

の
に
改
め
る
。
な
お
真
名
縁
起
の
訓
読
文
に
つ
い
て
は
、
曽
根
原
氏
「
『
東
照
社
縁
起
』

の
基
礎
的
研
究
」
（
「
承
前
」
を
含
む
）
を
参
考
さ
れ
た
い
。

【
翻
刻
本
文
】

　

濃
州
関
か
原
の
合
戦
に
討
勝
給
ひ
し
時
、
秀
頼
も
生
害
に
及
へ
か
り
し
を
、
其
ま
ゝ
も

と
の
名
城
に
た
す
け
を
き
給
ひ
て
、
若
干
の
国
郡
を
費
し
、
博
愛
を
垂
給
ふ
。
し
か
る

を
、
い
つ
し
か
源
君
の
御
厚
恩
を
忘
れ
、
去
年
秋
の
比
、
諸
牢
人
を
大
坂
に
拘
置
て
、
逆

謀
を
企
ら
る
。
此
事
、
都
鄙
に
隠
な
け
れ
は
、
駿
府
・
武
州
の
両
御
所
、
御
進
発
有
て
、

五
十
万
騎
の
大
勢
に
て
、
城
外
の
四
面
打
囲
み
、
喚
叫
て
攻
け
れ
は
、
士
卒
勁
弩
、
要
害

の
処
を
守
と
い
へ
と
も
、
終
に
屈
伏
し
、
内
縁
に
よ
り
頻
に
和
順
の
義
を
乞
れ
し
か
は
、

堀
築
地
を
破
却
し
て
、
無
事
に
属
せ
し
に
、
当
春
、
又
兵
乱
を
起
し
、
京
都
を
焼
払
へ
き

風
聞
有
て
、
洛
中
の
上
下
、
蟻
の
こ
と
く
に
同
り
、
蝿
の
こ
と
く
に
散
〳
〵
。

　

依
之
、
源
君
、
御
憤
ふ
か
く
し
て
、
四
月
四
日
、
駿
府
を
御
立
あ
り
。
同
十
八
日
、
二

条
の
御
所
に
着
せ
給
ふ
。
将
軍
家
は
大
御
所
の
命
に
よ
り
、
江
戸
を
出
さ
せ
給
ひ
て
、
同

廿
一
日
に
伏
見
の
城
に
入
給
ふ
。
つ
ら
〳
〵
秀
頼
の
不
義
を
思
ふ
に
、
先
年
石
田
か
謀

の
お
り
と
い
ひ
、
去
冬
の
暴
逆
と
い
ひ
、
其
つ
み
軽
か
ら
さ
る
に
、
今
又
か
ゝ
る
く
は
た

て
な
れ
は
、
再
犯
不
容
し
て
、
大
樹
は
五
月
三
日
に
伏
見
を
た
ゝ
し
め
給
ひ
、
諸
勢
を
六

段
に
備
ら
る
。
其
外
小
姓
の
精
卒
、
彼
是
都
合
廿
万
騎
に
て
、
其
夜
は
角
南
に
ま
し
〳
〵

（
13
）　

『
智
仁
親
王
御
年
暦
』
は
嗣
永
芳
照
氏
「
智
仁
親
王
御
年
暦
〔
書
陵
部
蔵　

八
条
宮

智
仁
親
王
筆　

慶
長
―
元
和
年
間
記
録　

翻
刻
〕
」
（
一
九
六
八
・
一
一　

『
書
陵
部
紀
要
』

二
〇
）
に
よ
り
、
「
慶
長
元
年
、
御
年
十
八
歳
よ
り
元
和
六
年
、
御
年
四
十
二
歳
の
間
に
亘

っ
て
親
王
が
自
ら
編
集
し
た
御
年
暦
」
と
紹
介
さ
れ
、
そ
の
本
文
に
は
、
親
王
三
六
歳
の
慶

長
一
九
（
一
六
一
四
）
年
条
に
「
十
月
初
比
ヨ
リ
大
坂
兵
乱
興
、
十
一
月
比
ヨ
リ
大
御
所
・

将
軍
上
洛
、
諸
国
之
大
名
不
残
大
坂
軍
」
（
冬
の
陣
）
、
翌
元
和
元
年
条
に
「
四
月
初
比
ヨ
リ

又
大
坂
乱
出
来
、
四
月
十
七
日
、
大
御
所
上
洛
、
五
月
五
日
、
大
御
所
・
将
軍
大
坂
立
、
七

日
ニ

大
坂
落
城
也
」
（
夏
の
陣
）
と
あ
る
。
親
王
二
二
歳
、
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
の
関

ヶ
原
の
戦
い
が
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
は
対
照
的
で
、
同
親
王
の
人
生
に
お
い
て
、

当
人
が
大
坂
の
陣
を
忘
れ
る
べ
か
ら
ざ
る
出
来
事
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
実
際
に
窺
わ
れ

る
。
な
お
、
山
名
禅
高
豊
国
に
つ
い
て
は
、
桑
田
忠
親
氏
『
大
名
と
御
伽
衆
』（
一
九
六
九
・
六

増
補
新
版　

有
精
堂
出
版
）
等
参
照
。
禅
高
の
ほ
か
、
俳
諧
師
斎
藤
徳
元
（
一
五
五
九
～

一
六
四
七
）
も
、
安
藤
武
彦
氏
『
斎
藤
徳
元
研
究
』
（
二
〇
〇
二
・
七　

和
泉
書
院
）
等
を

参
考
に
す
れ
ば
同
じ
類
の
可
能
性
が
あ
る
か
。

（
14
）　

智
忠
親
王
の
時
代
か
ら
は
遠
く
隔
た
る
が
、
一
参
考
と
し
て
、
三
本
を
宮
内
省
時
代
、

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
一
月
に
図
書
寮
が
引
継
ぎ
し
た
時
点
で
は
現
在
と
同
名
で
、
特

に
異
称
も
伝
来
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
の
で
、こ
れ
以
前
と
は
見
な
せ
そ
う
で
あ
る
。
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け
り
。
端
午
に
は
大
御
所
、
二
条
の
城
よ
り
近
習
の
御
勢
一
万
五
千
騎
計
に
て
出
さ
せ
給

ふ
。
そ
の
外
、
尾
張
宰
相
中
将
義
直
・
遠
江
宰
相
中
将
頼
宣
供
奉
せ
ら
れ
て
、
星
田
ま

て
押
出
し
給
ふ
。
大
和
口
よ
り
は
大
和
・
伊
勢
・
陸
奥
・
越
後
の
軍
兵
推
入
け
る
。
尼

碕
・
西
宮
に
は
播
磨
・
備
前
・
備
中
・
丹
波
・
丹
後
の
人
数
、
ひ
ま
な
く
陣
を
は
る
。
和

泉
・
紀
伊
国
の
勢
は
岸
の
和
田
に
ゆ
ら
へ
て
、
合
戦
の
合
図
を
ま
つ
。
大
坂
の
軍
勢
は

十
五
、
六
万
騎
と
そ
聞
え
し
。
其
中
に
も
今
度
は
十
死
一
生
に
思
定
た
る
兵
共
、
命
を
軽

し
義
を
重
し
て
、
六
日
の
早
夙
に
道
明
寺
・
若
江
・
矢
尾
口
こ
な
た
か
な
た
に
打
出
、
箭

鏃
を
飛
し
剣
戟
を
ま
し
へ
、
面
も
ふ
ら
す
相
戦
ふ
。
は
し
め
は
勝
利
を
え
て
い
さ
み
し
か

と
も
、
英
雄
の
猛
将
、
先
鋒
と
し
て
武
芸
を
尽
し
攻
け
れ
は
、
名
を
え
た
る
勇
士
あ
ま
た

討
れ
て
、
敵
は
機
を
う
し
な
ふ
。
終
日
数
度
の
た
ゝ
か
ひ
な
れ
は
、
死
骸
野
径
に
み
ち
塞
る
。

敵
方
お
ほ
く
う
た
れ
、
暮
に
及
て
引
退
く
。
翌
朝
七
日
に
は
、
両
御
所
の
仰
に
よ
り
、
味

方
の
御
勢
、
稲
麻
竹
葦
の
こ
と
く
籏
の
手
を
靡
か
し
、
あ
を
や
口
・
鷺
島
の
方
、
天
王
寺

口
へ
を
し
か
ゝ
り
、
茶
臼
山
に
そ
な
へ
た
る
敵
陣
を
攻
詰
、
随
一
の
大
将
も
疋
夫
の
こ
と

く
に
お
り
た
ち
て
、
父
子
兄
弟
に
も
先
を
あ
ら
そ
ひ
つ
ゝ
、
義
士
あ
ま
た
討
死
し
て
、
終

に
敵
を
は
追
入
け
り
。
此
外
、
方
々
に
控
へ
た
る
良
将
、
「
我
お
と
ら
し
」
と
進
け
れ
は
、

み
な
城
中
へ
攻
入
け
る
。
す
な
は
ち
城
内
に
火
掛
り
ぬ
れ
は
、
秀
頼
は
御
母
堂
と
諸
共
に

山
里
に
し
て
、
あ
く
る
八
日
に
自
殺
せ
ら
る
。
親

　
　
　
（
昵
か
）の

男
女
あ
ま
た
最
後
の
御
供
し
て
、

み
な
灰
身
と
な
り
ぬ
。

　

か
ゝ
る
お
り
の
勲
功
、
一
々
姓
名
を
も
顕
し
、
世
の
誉
を
も
顕
す
へ
き
を
、
み
し
か
き

筆
に
は
及
か
た
く
て
や
み
ぬ
。
周
武
・
漢
高
の
忠
臣
も
、
先
哲
、
史
文
に
の
せ
て
末
代
に

も
つ
た
へ
け
れ
は
、
当
時
の
才
人
も
又
し
か
な
る
へ
し
。

　

大
（

太

閤

）
閣
万
国
の
人
力
を
労
せ
し
め
、
多
年
経
営
し
給
へ
る
城
郭
・
金
殿
玉
楼
、
こ
と
〳
〵

く
、
慶
長
廿
年
五
月
七
日
、
一
片
の
煙
と
た
ち
の
ほ
り
け
る
。
三
界
は
も
と
よ
り
も
火
宅

の
中
と
き
く
か
ら
に
、
「
我
此
土
安
穏
」
の
妙
文
、
い
ま
は
た
あ
り
か
た
き
事
也
。

　

此
後
は
い
よ
〳
〵
四
海
八
紘
一
向
に
源
君
の
御
掌
の
う
ち
に
し
て
、
風
雨
も
時
を
た
か

へ
ぬ
御
代
な
り
け
り
。

　

如
先
記
、
当
山
号
二
荒
。
不
論
時
節
、
風
雪
荒
、
境
地
、
実
可
謂
六
月
満
天
雪
。
而
御

普
請
中
、
雖
為
寒
天
、
替
毎
年
不
暖
不
寒
。
所
以
、
朝
払
霜
、
暮
戴
星
。
為
人
夫
、
為
奉
行
、

各
奉
仕
故
、
如
御
諚
、
当
社
仏
閣
悉
造
畢
。
併
御
神
慮
亦
将
軍
御
信
力
故
、
人
皆
感
之
。

　

鳥
羽
院
御
願
徳
長
寿
院
、
崇
徳
院
御
宇
、
長
康
元
年
壬

子

二
月
十
六
日
勅
願
御
供
養
、

公

僉
議
廿
一
日
午
一
点
被
定
。
及
其
時
、
大
雨
大
風
共
夥
、
故
延
引
。
其
後
又
同
廿
五
日
、

氷
雨
大
降
延
引
焉
。
禅
定
法
皇
曰
、
「
昔
、
如
此
義
、
供
養
度
々
延
引
。
于
時
、
甚
雨
陰

谷
流
形
、
而
有
堂
社
供
養
」
。
大
被

思
了
。
一
日
供
養
天
気
、
猶
爾
也
。
況
毎
年
権
現

御
祭
礼
、
宵
雨
降
山
昏
、
至
暁
天
、
雲
開
天
浄
。
廿
余
年
、
終
無
怠
慢
。
神
威
尤
奇
妙
也
。

　

伝
聞
、
澄
憲
、
於
禁
中
祈
雨
。
自
上
一
人
、
至
下
万
民
、
当
坐
効
験
、
信
仰
顕
涙
。
而

平
相
国
笑
曰
、
「
人
病
休
比
、
医
師
有
験
。
自
春
比
旱
、
五
月
雨
節
相
当
祈
雨
。
全
澄
憲

非
名
誉
矣

」
。
或
構
意
趣
、
或
成
偏
執
類
之
前
、
不
及
是
非
云

云

。

　

『
法
花
』
云
、
「
名
称
普
聞
無
量
世
界
矣

」
。

　

高
祖
智
者
云
、
「
内
徳
深
広
、
外
徳
普
聞
矣

」
。

　

晨
旦
皇
帝
曰
、
「
名
無
翼
而
長
飛
、
道
無
根
而
永
固
矣

」
。

　

然
則
、
従
異
国
大
権
現
奉
献
燈
炉
。
見
之
、
続
命
燈
也
。
惣
而
雖
亘
諸
仏
神
社
、
別
而

世
七
難
九
横
起
時
、
医
王
善
逝
続
命
法
、
三
国
共
勤
修
其
一
也
。

　

東
照
権
現
御
本
地
、
奉
知
薬
師
如
来
、
則
「
名
称
普
聞
」
也
。
不
知
、
則
怱
不
思
議
感

応
。
万
事
出
合
如
斯
。



（ 33 ）

【
付
記
】

　

本
資
料
の
調
査
の
過
程
で
図
書
課
の
図
書
調
査
室
を
は
じ
め
と
す
る
各
位
に
少
な
か
ら

ず
お
世
話
に
な
っ
た
。
編
修
課
各
位
と
併
せ
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
翻
刻
注
】

　

右
の
真
名
縁
起
本
文
は
、「
『
東
照
社
縁
起
』
の
基
礎
的
研
究
（
承
前
）
」
に
お
け
る
指
摘
の
と
お
り
、

第
二
段
落
が
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
一
に
、
第
三
段
落
が
同
巻
三
に
基
づ
い
て
い
る
。
訓
読
の
便
を

図
っ
て
、
市
古
貞
次
氏
他
校
注
の
三
弥
井
書
店
刊
本
（
一
九
九
五
・
四
）
に
よ
り
本
文
を
引
用
し

て
お
く
。

巻
一
「
徳
長
寿
院
導
師
」

　

忠
盛
朝
臣
備
前
守
タ
リ
シ
時
、
鳥
羽
院
御
願
、
徳
長
寿
院
ト
テ
鳳
城
ノ
左
、
鴨
河
ノ
東
ニ

三
十
三
間
ノ
御
堂
ヲ
造
進
シ
、
一
千
一
体
ノ
観
音
ヲ
奉
レ

居
…
…
崇
徳
院
御
宇
長
承
元
年
壬

子

二
月

十
六
日
ニ
、
公

僉
議
有
テ
、
（
堂
供
養
を
―
稿
者
注
）
同
廿
一
日
ノ
午
ノ
一
点
ト
被
レ

定
タ
リ

ケ
ル
ニ
、
其
時
刻
ニ
及
テ
大
雨
大
風
共
ニ
夥
カ
リ
ケ
レ
バ
延
引
ス
。
同
廿
五
日
ニ
、
又
有
二

僉
議
一

。

廿
九
日
ハ
天
老
日
也
。
勅
願
ノ
御
供
養
宜
シ
カ
ル
ベ
シ
ト
テ
、
可
レ

被
レ

遂
ケ
ル
ニ
、
氷
ノ
雨
大
降
、

牛
馬
人
畜
打
損
ズ
ル
バ
カ
リ
也
ケ
レ
バ
、
上
下
不
レ

及
二

出
行
一

、
又
延
引
ス
。
禅
定
法
皇
大
ニ
被

二

思
召
一

ケ
リ
。
昔
近
江
国
ニ
有
二

仏
事
一

ケ
リ
。
風
雨
ノ
煩
タ
ビ
〳
〵
ニ
及
ケ
レ
バ
、
甚
雨
ヲ

陰
谷
ニ
流
刑
シ
テ
、
堂
舎
ヲ
供
養
ス
ト
イ
ヘ
リ
。
サ
レ
バ
雨
風
ノ
鎮
有
ベ
キ
カ
ト
云
議
ア
リ
。
尤

可
レ

然
ト
テ
、
諸
寺
ノ
高
僧
ニ
仰
テ
御
祈
ア
リ
。

巻
三
「
澄
憲
祈
雨
三
百
人
舞
」

　

…
…
夕
座
ハ
山
門
ノ
権
少
僧
都
澄
憲
…
…
雨
ヲ
祈
乞
給
ケ
リ
…
…
天
地
感
応
シ
テ
、
陰
雲
忽
ニ

引
覆
、
大
雨
頻
ニ
下
ケ
リ
。
上
一
人
ヨ
リ
、
下
百
官
ニ
至
マ
デ
、
当
座
ノ
効
験
事
ノ
不
思
議
、
信

仰
涙
ニ
顕
タ
リ
…
…
加
様
ニ
上
一
人
ヨ
リ
下
万
民
ニ
至
マ
デ
、
難
レ

有
事
ニ
コ
ソ
感
嘆
シ
ケ
ル
ニ
、

太
政
入
道
ハ
ア
ザ
咲
テ
、
「
人
ノ
病
ノ
休
比
ニ
医
師
ハ
験
ア
リ
。
是
ヲ
医
師
ノ
高
名
ト
云
様
ニ
、

春
ノ
比
ヨ
リ
旱
シ
テ
、
五
月
雨
ノ
降
比
ニ
説
法
仕
合
セ
テ
、
澄
憲
ガ
高
名
ト
人
ノ
沙
汰
ス
ラ
ン
事
、

イ
ト
オ
カ
シ
キ
事
也
」
ト
テ
、
興
ナ
ク
ゾ
被
レ

申
ケ
ル
。
是
偏
ニ
澄
憲
偏
執
ノ
詞
也
。
其
意
趣
イ

カ
ン
ト
ナ
レ
バ
…
…

　

な
お
、
第
六
段
落
「
晨
（
震
）
旦
皇
帝
」
の
句
を
前
掲
論
文
は
「
未
詳
」
と
す
る
が
、
「
大
唐

三
蔵
聖
教
序
記
」
に
見
ら
れ
る
の
で
、
皇
帝
と
は
唐
の
高
宗
を
指
す
。
該
「
序
記
」
は
「
雁
塔
聖

教
序
」
の
一
部
と
し
て
、
能
書
褚
遂
良
の
筆
に
な
る
碑
文
が
有
名
だ
が
、
文
献
と
し
て
は
『
広
弘

明
集
』
等
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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